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璽躍1、霧津

　　　　　　　黄道光學界の一飛躍へ

　　　　　　　　　　　　山　本　一　清

　去る八月一h旬，ベルギ｝國アントワ1プ市のFeliX　de　R（λ》『氏より髪然な

がら七曜があって，七月中旬4）パリ市に於ける國際天：文同盟総會の模．様を知

らせて覧た．共の文中に，一迂かれてある三つの重大項臼がdi）る，それは

　（1）口際天文同盟の流一1委員長オリユrヤ1氏がaic嘉したこと，

　（2）從って共の後任にドロワ氏が就任したこと，

　（5）こんど燕道光委員會が組織されることが決議されたこと，

そして，此の黄道光委員として取り敢へす推薦された者は

　　C．｝loff　lieister氏（llll），　　Donitch氏（ル1マニヤ）

　　Cap氏（ブラジル），　　　　　山本一一両氏（日本）

更に，此の委員會の委員長に山本が推墾されたが，其れについて，受諾の用

意があるか，如何かtt　結｝ほ，此の委‘1冒の將來の活動方針やら，二十書やら，

又，もっと委員を：増員する希望があるなら，進んで申し出て貰ひたいし，と

にかく此の新設の委員禽の一切の世盾を御依輯申したいとのこと，であった．

　自分は此の手紙を見て，責任の日大なるを思ひ，．少々考へざるを得なかっ

たが，しかし，卒直に言へば，現今，責道光の観測や，種々の研究が，最も

熱心に行はれてるるのは，杢世界中，わが日本が第・一であるから，こうした

學的責任を澹営する資格1ま我が日．本に充分にあるわけであるし，現に今隼初

以來，濠洲力’面との協同説測といふ空繭のプログラムも順調に．進ん‘Cf’みるの

であって，此のト1家協同叢話は全話我が花iilで集めて，綜合研究をする筈な

のだから，此の一ヒに奈世界各地力・らの報告を集めることも，研究．しの便宜の

みならす，手数上にも便宜が多いことなど考へ，途に自分は此の重責を引き
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受ける旨を先方へ答へてやったのであった、

　ドロワ氏は，自分は未だ一度も會つたことは無V・が，ベルギーの槻点者と

して，其の名は二十年も以前から知ってみるし，叉，自：分がヤ1キ1ス天文

藁に滞在中に世話になったG．Van　Biesbl℃eck藪：授が同じベルギτ國出身で

ある因縁で，1924年の秋，欧洲巡遊中，ブンビ1氏のすNめにより，十二月

5日，アントワ1プ市郊外Deurne町を訪ねて見たが，あびにく，同氏が移

寄した後であったので，含へなかった記憶を持ってるる．［天界第56號第340

頁］ドロワ氏は其の當時から海星や流星の熱心な冷語者であった．

　自分が今圃上記の如く黄道光委員長に温気されたについては，國際天文同

盟の総1幹事F．J．　M．　Stratton氏の誰力があったのだらうと思ふ．何となれ．

ぱ，さきに日濠協同槻測の斡旋をしたのは此のストラトン氏であり，從って，

我が臨本で，黄道光の玉磨が如何に熱心に行はれてるるかを，最もよく今知

ってみるのはストラトン氏だからである．

　そもそも，黄道光が學界の注意を惹くに至った．最初は，かのPerry提督に

率ゐられて嘉永6年に轟轟から日本へやって來た四隻の黒船艦隊に乗ってみ

て，印度洋上を航海巾，幾百同にも黄道光の観測をやったG．Jones牧師の

報告が大部のものとなって出版されたことであった．其れから，西洋でも黄

道光の謡言は所々で行はれるやうになったのは言ふまでもないけれど，英米

猫何れの國でも，言はf軍に僅かの人々が時々の思ひ付きで膨れを行ふとい

ふに止まり，決して組織的に誰もやらなかったと言って好vo．張いて言へば，

英國のB，A．A・協毒あたりで，オ1u】うと共に黄道光の槻患部が多少活躍

し，今までに同協會から激周にわたり観測報告を出してみるに過ぎない．

　回れ等に比べると，我が日本では，諸外面よりも緯度が低い關係上，日頃

から黄道光が誠によく見え，油壷も可なり熱心に行はれてるるのは，喜ばし

いことである．一尤も，しかし，日本入で眞面目に黄道光を槻出し始めたの

は誰か？叉其れは果して何年頃からであるか，明らかでないが，しかし，自

分などは，たしか，1910年頃から京都の室で冬の日によく見たことがあり，

朋友たちにも之れをすsめた事の経験を有ってみる．自分として最も鮮やか

に黄道光の毎日毎時の推移を襯測したのは，ユ914年一二月頃，京都大墨の蓮
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動揚で緯度槻測中，幾夜にもわたって西の室に見たものであった．（京都も，

其の頃は，夜の電飾など殆んど無くて，こうした微光の天禮槻測が容易であ

った．）其れから，ユ914－1916年号水澤の緯度観測所にみた頃も，1916年以後

に京都に帰ってからも，黄道光は常に心に惹かれるものの一つであった・そ

れから1920年に天文同好會を創立した時にも，多くの同志に此の奇現象を見

ることをすyめ，何Hだったか，岡山で冬の日に天文講習會に出張中，市申

からスバラシイ黄道光を水野千里氏等と共に見たことがある．其の頃，長野

縣の三澤勝衛氏が可なり熱心に黄道光を毎夜観測された．

　花山天文塵が出去た最初は，この山の上から，西にも東にも黄道光がよく

見えた．其れは1929年の末であった．しかし，其の後，京都の室は急に電飾

で明るくなり，酉の宵天は全く駄目となり，今は只，東の天の黄道光のみが

見えるに過ぎない．しかし，其の代り，1931年頃から東亜天文協魯の會員た

ちの中に黄道光の楽園者が急に彗穿し，荒木健町彫や竈井壽鳶頭等の示導を受

けて，非常に有力な組織のものとして獲達して來た．

　途に此の天文協會の槻測報告が立派な形を託って回内國外に獲表されるに

至り，先づ痴れは米國のGlanville氏に知られ，それtcより直接闇雲に尽れ

は國際的の存在となるに至ったのである．

　日本に於ける最近年の黄道光研究上，特に目立つたエポック的のものを敷

へて見ると，

　　A）　1922年　三澤氏の剰1織的概計，

　　B）　1922年　天文同好曾槻測部に黄道光課を設置，

　　C）　］931年　絶井荒木爾氏の同時槻量則による攣動や弓長の饗見，

　　D）1｛31年　花山天平墓で黄道星圖の出版，

　　E）　1932年前∫山に於て黄道光會議，

　　F）　1932年　倉敷天凶冷より黄道光課逓信の登刊，

　　G）1932年　渡邊資金受1直，

　　H）　1932年置来國力1ネギ1資金1受領，

　　　1）　1932年　第二同年槻測補助金受領，

　　」）　1935年　日濠協同観測開始・

　さて，こSに，上述の如く，天文同盟國際の黄道光委員會開設に際し，其

の委員長が日本人から推写せられるに至ったのであるが，自分は，之れを以
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つて，蕾に我が日本の學界のためのみならす，世界の黄道光學界の一飛躍と

して見たいのである．何となれば，黄道光といふ現象は，今日筒ぼ観測上，

叉，研究上，未知の問題を多く有ってみるに拘らす，天文學上からも，一般

の地球物理學一しからも，言はΨ煎子扱ひされてるた傾きがあって，未だ未だ

本山に研究する人が少なかった次第である．從って，此の黄道光の問題を取

り上げて，重大視し，國際天文同盟の中に細しく一委員會が開設されること

は，實は，しまだまだ■といふ風に自分等は考へてるたのであるが，しかし，

愈itこうした委員魯が出來上って見ると，之れは實に世界の學界の一機運だ

といふ感を深くせざるを得ない．

　自分としては，此の機蓮を進め，更に磯展させるため，是非大V・に奮鋤努

力しなければならないと思ふ・

　黄’道光は，今日の學界から見ると，

　　　（D　太陽系の構造上の一問題であると同時に，

　　　（2）地球の上層大氣と關点する多くの問題を有し，

　　　（3）其の距離や鹿島や形状の問題・

　　　（4）　其のイヒ小的，井びに物理的成分の問題：，

　　　（5）光面上の諸問題，

　　　（6）　攣動や浩長の問題，

　　　（7）　オ1ロ1うとの蘭係，

　　　（8）　一般の夜空光との關係，

　　　（9）　太陽活動との關係，

　　（10）　月との關係

等々，實に多種多様の，しかも可なり實際的，實用的な諸問題を多く有って

みる黙に於いて，人生との關係は豫想以上に大きいと言はねばならなV・．

　之等の徹底的究明のために，吾人は我が論争に，朝野の援助と了解とを得

て，特に新しく一研究所を開設し，研究と観測とを働むと共に，世界の同話

者と連絡提携し，話術の進歩と國威の紙上とに貢献したいと思ふ．


